
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化粧料に使用可能な粉体である基体と、該基体の表面に被覆されたハイドロキシアパタ
イトと、該ハイドロキシアパタイトの被覆層 に固着する酸化亜鉛とを含有し、該基
体の平均粒子径が０．１～６００μｍであり、該酸化亜鉛が低結晶性酸化亜鉛及び非晶質
酸化亜鉛の少なくとも１種を含むことを特徴とする皮脂成分吸着性粉体。
【請求項２】
　化粧料用である請求項１記載の粉体。
【請求項３】
　基体が無機粉体を含み、該無機粉体が天然又は合成粘土鉱物、金属水酸化物、金属酸化
物、及びこれら複数の複合体並びにこれら１種以上と有機粉体との複合体の何れかから選
択される請求項１記載の粉体。
【請求項４】
　基体が、薄片状、鱗片状、板状及び棒状の何れかの形状を含む請求項１記載の粉体。
【請求項５】
　酸化亜鉛の平均粒子径が０．０１～１μｍである請求項１記載の粉体。
【請求項６】
　粉体全組成の重量に対し、ハイドロキシアパタイトを２～５０％（重量）含有し、酸化
亜鉛を２～８％（重量）含有する請求項１記載の粉体。
【請求項７】
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　請求項２記載の粉体を含有することを特徴とする化粧料。
【請求項８】
　当該粉体を０．０１～５０重量％含有する請求項７記載の化粧料。
【請求項９】
　請求項１記載の粉体を含有することを特徴とする皮脂吸着剤。
【請求項１０】
　請求項１又は２記載の粉体を含有することを特徴とする体臭消臭剤。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、皮脂吸着性において特に優れた新規粉体及びそれを使用した化粧料、皮脂吸着
剤、体臭消臭剤等に関する。更に詳しくは、本発明の粉体は化粧料の粉体に使用可能な基
体と、ハイドロキシアパタイトと、酸化亜鉛とを含有し、好ましくは該基体の表面をハイ
ドロキシアパタイトで被覆し、更にその表面に酸化亜鉛を固着した被覆物を含み、特に化
粧料、皮脂吸着剤、体臭消臭剤等に適しており、これを使用して化粧料、皮脂吸着剤、体
臭消臭剤等を提供することができる。
【０００２】
【従来の技術】
皮膚から分泌される皮脂は正常に角化している肌の角層にエモリエント効果を付与し、更
に外部からの有害物質や細菌の浸入を防ぎ体内からの水分等の物質の放出を制御している
。しかし、過剰な皮脂の分泌は皮膚に塗布された化粧膜の経時変化による「むら」、「て
かり」、「よれ」、「くすみ」、「消失」等の諸現象をもたらす「化粧くずれ」の原因に
もなる等の欠点を有すると共に大気中の酸素により過酸化物を生成する原因にもなる。過
酸化物の生成は光劣化油脂と同様で、これらの刺激物が皮膚に浸入すると炎症や、角化異
常を起こしたり、シミ、ソバカスの原因になるので、肌に負担をかけずに肌の安全性を配
慮した皮脂の効果的処理のための技術開発が望まれている。
【０００３】
既に、化粧持ちを良くする視点からの種々検討がなされて来ている。例えば、多孔質シリ
カ、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、結晶性セルロース等の高吸水性、吸油性の物質
を化粧料に配合した場合、肌上の水分や皮脂成分を吸着してしまい、肌のエモリエント成
分が不足し、肌の乾燥感やつっぱり感、更には肌のかゆみをひき起こす。この現象は、特
にドライスキンやノーマルスキンの肌に多く、中でも特にオフィス業務等で、汗や皮脂が
あまり分泌し難い環境で生活する人々に発生し易い。オイリースキンにこれらの物質を適
用した場合、これらの物質は過剰の皮脂や化粧料中に配合されている油分による濡れ現象
の進行により光沢を呈し、化粧仕上りで「てかり」現象が出てくる欠点がある。
【０００４】
化粧持ちをより向上させるためにフッ素処理粉体を配合した化粧料が提案されているが、
これらを用いた化粧料は皮脂や、汗に濡れないものの撥水、撥油性が強いため、皮膚脂上
で粉体が上滑りして化粧膜が「よれる」という現象が見られ、メークアップ効果を損なう
ことになる。
【０００５】
シリコーン処理粉体を用いた化粧料は撥水性が高く、耐汗性、耐水性も有している。しか
しながら、シリコーン油や、粉体の表面処理に適用されるシリコーン油、またその誘導体
は基本的にシリコーン油の持つ基本構造に由来し、耐油性が低い。そのためにオイリース
キンでは過剰な皮脂の分泌により顔全体が化粧くずれを起こしたり、ノーマルスキンでは
顔面のＴゾーンやＶゾーンの化粧くずれが避けられず、故に皮脂の分泌による化粧くずれ
の防止は難しい。
【０００６】
化粧持ちの向上を図るために皮膜形成高分子の活用がある。その代表的な物質として、ア
クリル‐シリコーン系グラフト重合体が提案されている。これは、分子鎖片末端にラジカ

10

20

30

40

50

(2) JP 3822782 B2 2006.9.20



ル重合性を有するジメチルポリシロキサン化合物とアクリレート又はメタアクリレートを
主体とするラジカル性重合モノマーとをラジカル重合により製造され得るもので、耐水、
耐油性に優れた化粧膜を形成し非水系ファンデーションに実用化されている。しかし、こ
れらを用いた化粧料は肌の閉塞性という観点から、肌表面の健康な生体反応を考慮すると
皮膚生理面で課題を残している。また、皮膚形成能を有効的に利用できないパウダー製品
においては化粧持ちの向上が図り難いという欠点がある。
【０００７】
更に、基体にアモルファス（非晶質）状酸化亜鉛を被覆した酸化亜鉛被覆物が提案され、
脂肪酸固化能を損うことなく延展性が良い粉体及びそれを用いた皮膚外用剤が報告されて
いる（特開平９－２２７７９２号公報参照。）。しかしながら、この酸化亜鉛被覆物のオ
レイン酸吸着量は通常の多孔質シリカの場合と略同程度であり、格別遊離脂肪酸の吸着に
優れているものではない。また、人工皮脂の吸着量も多孔質シリカビースよりも低く、更
には脂肪酸固化時間が略３０分も要することから、特に脂性肌や超脂性肌への対応が困難
という欠点を有している。
【０００８】
一方、粘土鉱物の層間に１種乃至は２種以上の酸化物及び／又はそれらの水酸化物を包接
した化合物か遊離脂肪酸のみを選択的に吸着する層間金属包接化合物が報告されている（
特開平１０－８７４２０号公報参照。）。この素材は水膨潤性粘土鉱物を使用し、ゾル状
態中での反応で製造され、その実施例の記載からも理解されるように希薄な溶液での反応
が行われる。そのために、この方法はバッチ当りの製造コストが高くなり、経済的に非常
に不利である。更には、ゾル状態で反応を行うために、脱液、洗浄、乾燥の通常の工程で
は洗浄が極めて遅く、多大な時間の浪費のみならず、得られた製品が非常に強い凝集を起
こし、期待した性能が得られず、凍結乾燥が必須条件であり非常にコスト高になるという
欠点もある。また、粘土鉱物の層間にＡＬのピラーを形成させるが、このときの粘土鉱物
のロットブレやピラーの生成状態により、インターカレートされる酸化物又は水酸化物の
含量のバラツキが大きく、常に安定した品質が得られ難いといった欠点を有している。
【０００９】
また、化粧料中に含めて、或いはこれとは別に使用する体臭を吸収、吸着、固化或いは固
定化する物質（剤）、即ち体臭消臭剤の開発も求められている。
【００１０】
以上のような情況下に、遊離脂肪酸（特に不飽和脂肪酸）や分泌する皮脂を処理して化粧
持ちを向上し前記従来品の欠点を改善でき、皮脂の吸着の他に抗菌効果や、体臭消臭効果
を併せ持ち、更に化粧料では特に肌に清潔性や安全性を保持し、肌に優しい好適な粉体の
開発が求められている。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
本発明はこのような情況下に鑑み、遊離脂肪酸（特に不飽和脂肪酸）を特異的に吸着する
と共に分泌する皮脂をも吸着、固化或いは固定化させ、固体膜を形成させることにより皮
膚生理を阻害せず、素肌表面と同じ反射光曲線を持ち、素肌感を有し化粧持ち効果と抗菌
効果に優れ、更には消臭効果をも併せ有する化粧料等に好適な素材を提供することを課題
とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
本発明者等は前記課題を解決すべく鋭意研究を重ねた結果、化粧料の粉体に使用可能な基
体と、ハイドロキシアパタイトと、酸化亜鉛とを含有する粉体、好ましくは該基体の表面
にハイドロキシアパタイトを被覆し、更に該ハイドロキシアパタイトの被覆層、特にその
表面に酸化亜鉛、特に好ましくは低結晶性酸化亜鉛（及び／又は非晶質酸化亜鉛）を固着
した被覆物にそのような優れた作用があることを見出した。更に、この粉体は皮脂吸着性
に優れる（特に、不飽和脂肪酸や皮脂の吸着量が高く、その固化時間が短いという特徴を
示す。）他に抗菌効果や、体臭成分を吸着する特性も有していることが見出され、このよ
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うな種々の知見に基づいて本発明が完成されるに到った。
【００１３】
　即ち、本発明は化粧料に使用可能な粉体である基体と、該基体表面に被覆されたハイド
ロキシアパタイトと、該ハイドロキシアパタイトの被覆層 に固着する酸化亜鉛とを
含有し、該基体の平均粒子径が０．１～６００μｍであり、該酸化亜鉛が低結晶性酸化亜
鉛及び非晶質酸化亜鉛の少なくとも１種を含むことに特徴を有する皮脂成分吸着性粉体に
存する。即ち、更に、当該粉体は化粧料用の粉体に好適であり、この結果これを配合する
化粧料や、またその他の分野にも適用可能である。例えば、皮脂成分を吸着する特性や体
臭を消臭する効果を有するのでこれを含有する皮脂吸着剤や体臭消臭剤等にも使用可能で
あり、これらも本発明に含まれる。
【００１４】
尚、本発明の粉体においては、上記構成を有する前記三成分（基体、ハイドロキシアパタ
イト及び酸化亜鉛）を含んでおればよく、本発明で得られる効果を有する限り、また本発
明の目的を阻害しない限り、更に他の成分を含んだり、他の構成を含むことができる。こ
れらも当然のことながら本発明の粉体に含まれる。
【００１５】
尚、皮脂吸着剤とは動物、特にヒトの皮脂を吸着し、或いは固化、固定化するために使用
する物質（剤）である。また、体臭消臭剤は、動物、特にヒトの皮膚を介し、或いは表皮
細胞に由来して発生する不快な臭い（汗や微生物の作用等による）等のために臭いを発す
る成分の少なくとも１種を吸収、固化、固着し、臭いを減じるために使用する物質である
。特に体臭消臭剤については、皮膚化粧料中に当該粉体を配合して使用する場合と、化粧
料とは別にその目的のために配合して使用する場合とが存在する。
【００１６】
本発明において体臭成分には動物、特にヒトの体から発する広い概念の体臭成分が含まれ
る（伊崎誠一 ,体臭とは何か－その原因と予防 , FRAGRANCE JOURNAL, 1990-7, P.22-26(19
90)；山村雄一 , 体臭 , “現代皮膚科学大系 2B”全身と皮膚 2, 山村雄一 , 久木田淳 , 佐野
栄春 , 清寺真編 , 中山書店 , 東京 , 1981, 163等参照。）。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について詳細に説明する。
本発明の粉体は化粧料の粉体に使用可能な基体と、ハイドロキシアパタイトと、酸化亜鉛
とを含有する粉体であるが、特に好ましいものとしてこれらの成分を含み被覆物の形態に
ある複合粉体を挙げることができる。以下、この被覆物を中心に説明するが、本発明の粉
体はこれを含むが、これに限定されることはない。
【００１８】
（本発明の被覆物（複合体））
本発明の被覆物は、基体の表面にハイドロキシアパタイトを被覆し、更にその被覆層、好
ましくはその表面に酸化亜鉛を固着させるという基本構成を有している。酸化亜鉛として
、好ましくは低結晶性酸化亜鉛又は非晶質酸化亜鉛やその混合体を使用し、これを上記ハ
イドロキシアパタイト層に固着して構成した被覆物であり化粧料に特に有用な被覆物であ
る。ここで、基体とは化粧料に使用可能な粉体であり、この中には無機及び有機粉体が含
まれ、無機－無機、有機－有機、無機－有機等の各種複合粉体の形態でも使用される。無
機粉体としては粘土鉱物や金属酸化物、金属水酸化物や、これらを含んだ複合体を挙げる
ことができ、また、これら１種以上と有機粉体との複合体も挙げることができる。有機粉
体としては、各種化粧料の基体に使用可能な有機粉体を使用することができる。また、前
記粘土鉱物には当然のことながら天然品や合成粘土鉱物も含まれる。更に、これら有機粉
体と無機粉体の複合体、即ち有機－無機複合粉体も使用可能である。これらの粉体は、化
粧料等に使用する場合、その１種又は２種以上を併用することができることは言うまでも
ない。
【００１９】
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その粒子形状には特に制限は無い。例えば、薄片状、鱗片状、板状、球状、紡鍾状、Ｘ状
、星形状、花弁状、ヒトデ状、リボン状、針状、半球状、棒状等、各種の形状が挙げられ
る。素肌表面と同じ反射光曲線が得られ易い点で、薄片状、鱗片状、板状、棒状等の形状
が特に好ましい。
【００２０】
その基体に使用する粉体粒子の大きさとしては平均粒子径で表して、好ましくは０．１～
６００μｍ程度、より好ましくは０．３～１４０μｍ程度、更に好ましくは１～８０μｍ
程度、最も好ましくは２～５０μｍ程度である。
【００２１】
本発明において基体に使用する場合の粘土鉱物（合成物も含まれる。）としては、カオリ
ナイト、デッカイト、ナクライト、ハロイドサイト、アンチゴライト、クリソタイル等の
カオリン族、パイロフィライト、モンモリロナイト、ノントロナイト、サボナイト、ヘク
トライト、ベントナイト等のスメクタイト族、セリサイト、白雲母、黒雲母、リチア雲母
、金雲母、合成雲母、合成セリサイト等のイライト族、ケイ酸カルシウム、ケイ酸マグネ
シウム、ケイ酸アルミニウムマグネシウム等のケイ酸塩、タルク、蛇絞石等のマグネシウ
ムシリケート族等やゼオライト（天然及び合成品を含む。）、その他トルマリン（電気石
）等を挙げることができる。基体に金属酸化物を使用する場合、例えばシリカ、アルミナ
、酸化チタン、酸化セリウム等の単一成分粉体や、その他オキシ塩化ビスマス、硫酸バリ
ウム等が挙げられ、特に板状又は鱗片状の形状が望ましい。複合体の形態で使用すること
もできる。特に、複合酸化物としては、シリカ－酸化チタン、シリカ－酸化亜鉛、シリカ
－酸化チタン－シリカ、シリカ－酸化セリウム－シリカ、シリカ－酸化亜鉛－シリカ等の
マルチレイヤー複合体、チタンマイカ、着色チタンマイカ、酸化チタン－硫酸バリウム、
酸化チタン－タルク、酸化亜鉛－マイカ、酸化亜鉛－タルク、オキシ塩化ビスマス－マイ
カ等のパール顔料及びそれらの表面に水酸アルミニウム、酸化アルミニウム、水酸化マグ
ネシウム、酸化マグネシウム、シリカ処理、硫酸バリウム処理したパール顔料や、酸化チ
タン内包ＰＭＭＡ、酸化亜鉛内包ＰＭＭＡ、酸化セリウム内包ＰＭＭＡ等の硬質カプセル
が挙げられる。
【００２２】
基体として有機粉体を使用する場合の例としては各種化粧料に使用可能な粉体が挙げられ
、例えばナイロンパウダー、ポリエチレンパウダー、ポリプロピンパウダー、ポリスチレ
ンパウダー、酢酸ビニルパウダー、ポリメタアクリル酸エステルパウダー、ポリアクリル
ニトリルパウダー、セルロースパウダー等を使用することができる。有機－無機の複合粉
体を使用する場合には、その例としてポリエチレン－酸化亜鉛、ポリエチレン－酸化チタ
ン、ポリエチレン－水酸化アルミニウム、ポリエチレン－水酸化アルミニウム－ＰＭＭＡ
等を挙げることができる。また、有機－有機の複合粉体を使用する場合には、ナイロン－
セルロースを採用することができる。
【００２３】
本発明に使用するハイドロキシアパタイト（ hydroxy apatite）は特に制約は無い。Ｃａ
／Ｐ＝０．５～２．０（モル比）で、アパタイト構造を有する燐酸カルシウムと定義され
（ Fragrance Journal, p144-148, 1999年 1月号参照。）、このような燐酸カルシウムを使
用することができる。
【００２４】
基体の表面を被覆するハイドロキシアパタイトは遊離脂肪酸、特に不飽和脂肪酸を特異的
に吸着する作用がある。この遊離脂肪酸は皮脂固化能を殆んど有しないものの皮脂の融点
を特異的に低下させる作用により化粧くずれ助長の一因になっていると推測される。ハイ
ドロキシアパタイトは皮脂から分泌される遊離脂肪酸を吸着し、皮脂の融点の低下による
化粧くずれの防止と、皮膚から分泌される皮脂の酸化により生成する過酸化物の吸着作用
により肌を清潔に保つ役割を果す。
【００２５】
基体の表面を被覆したハイドロキシアパタイトは熱処理をすることにより、より結晶性度
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は高くなり、熱処理の温度が高ければ高い程その結晶性は高くなる。しかし、脂肪酸の吸
着量は熱処理温度と逆相関にあるため、熱処理を施さない方が好ましい。
【００２６】
　使用するハイドロキシアパタイトとしては前記の通り制約は無いが、安全性の面で好ま
しくはＣａ 5 (ＰＯ 4 )3 (ＯＨ )、Ｃａ 1 0 (ＰＯ 4 )6 (ＯＨ )2、Ｃａ 4 (ＰＯ 4 )2Ｏ、Ｃａ 1 0 (ＰＯ 4 )

6Ｆ 2等を挙げることができる
【００２７】
適用されるハイドロキシアパタイトの被覆量については、本発明品の粉体全組成の重量、
特に基体、ハイドロキシアパタイト及び酸化亜鉛の全重量に対して好ましくは２－５０重
量％程度、より好ましくは５－３０重量％程度、更に好ましくは１０－２０重量％程度ハ
イドロキシアパタイトを使用することができる。被覆量が２％未満の場合では吸着量が少
な過ぎ肌を清潔に保持するのに不十分である。また、５０重量％超えて被覆しても、被覆
した割合に対して吸着量の増加が期待できないばかりか肌上での滑りが悪くなり好ましく
ない。被覆層の厚みについては特に制限は無いが、好ましくは０．０５～４μｍ程度、よ
り好ましくは０．１～２μｍ程度である。
【００２８】
基体表面にハイドロキシアパタイトを被覆した後、ハイドロキシアパタイト被覆層、例え
ばその表面に酸化亜鉛を固着させる。固着する酸化亜鉛として結晶性が高い酸化亜鉛は遊
離脂肪酸の吸着量が低く、皮脂を固化させる皮脂固化能も低いので、使用する酸化亜鉛と
しては、低結晶性酸化亜鉛又は非晶質酸化亜鉛或いはその混合物を使用するのが好適であ
る。その粒子径としては、平均粒子径で表して、好ましくは０．０１～１μｍ程度、より
好ましくは０．０３～０．５μｍ程度、更に好ましくは０．０５～０．１μｍ程度である
。
【００２９】
尚、低結晶性酸化亜鉛において「低結晶性」とは、小さな結晶の無数の乱雑な配向の中で
結晶面が綺麗に並んでいない状態を云う。一つ一つの微結晶の色々な配向（並び方）と結
晶サイズの大きさによりＸ線回折ピークの幅が決まってくる。結晶サイズが大きい場合に
は、光散乱が小さく、逆に結晶サイズが小さい場合にはピークの幅がブロードになる。結
晶サイズはシェラー（ Scherrer）の式で求めることができる。この式においては、数値が
1000Åを超えるとその信頼性は欠けてくるが、低結晶性酸化亜鉛は結晶性酸化亜鉛と比較
して明らかに結晶サイズが小さいことが分かる。
（ Scherrerの式）
L＝ (Kλ )／ (β 0 cosθ B )
L：結晶サイズ [Å ]；
K：定数（＝ 1.0）；
λ： X線の波長（＝ 1.5406Å）；
θ B：ブラッグ角；
β 0＝（β E

2  -β I
2） 1 / 2；

β E：見かけの半値幅（実測値）；及び
β I：装置定数（＝ 1.75× 10- 3 rad.）。
酸化亜鉛の結晶サイズ（ L）を求めた結果は次の通りである。
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解析には酸化亜鉛の（１００）面と（００２）面を用い、結晶サイズはこの面に垂直な方
向の大きさを表している。低結晶性酸化亜鉛では（１００）の方向よりも（００２）の方
向の方が結晶サイズが大きい。結晶性酸化亜鉛ではこの傾向が逆転し、（１００）の方向
に大きく成長している。
【００３０】
結晶性酸化亜鉛と低結晶性酸化亜鉛を比較した場合、結晶サイズにおいて結晶性酸化亜鉛
は 1000Åを超えた値を示すのに対し、低結晶性酸化亜鉛は明らかに 1000Å以下の値であり
、結晶サイズが小さいことが分かる。
【００３１】
本発明において使用する低結晶性酸化亜鉛としては、前記結晶サイズで表すと、好ましく
は大きくとも 1000Å、より好ましくは 20～ 1000Å、更に好ましくは 30～ 1000Åである酸化
亜鉛が好ましい。
【００３２】
非晶質酸化亜鉛について「非晶質」とは、結晶格子（原子の周期的配列）が殆んど認めら
れない固体の状態か、原子の周期的配列がある程度あってもＸ線回折像を与えないような
固体と定義される。
【００３３】
皮脂組成は性別や年齢によっても異なるが、（株）資生堂の調査結果によれば、女性の場
合、遊離脂肪酸量：７－１３％程度、スクワレン：１１－１７％程度、ロウ類：１４－１
７％程度、トリグリライド：４７－５５％程度、ジグリセライド：３－５％程度、モノグ
リセライド：０．７－１．２％程度、ステリンエステル類：１．４－１．５％程度、遊離
ステリン類：１．４－１．５％程度が含有されている。従って、化粧くずれを防止するに
は皮脂組成中の遊離脂肪酸の７－１３％程度のみを吸着しても他の多くの皮脂成分が肌上
に残留し、化粧くずれを防止するには不十分であり、分泌される他の皮脂成分をも吸着又
は固化或いは固定化させ、皮脂の流動化を防止する必要がある。
【００３４】
本発明の粉体は皮脂組成中の遊離脂肪酸を特異的に吸着し、皮脂の融点の低下を防止する
と共に、他の皮脂成分であるジグリセライドやトリグリセライド、エステルに対する吸着
作用と皮脂固化能との相互作用により、より高い遊離脂肪酸の吸着能とにより高い皮脂固
化能を発揮することができ、この点で特に優れた特徴を有している。更に、本発明の粉体
によれば強固な化粧膜を形成させ化粧くずれを防止する共に皮脂の酸化により生成する過
酸化物の吸着と、抗菌力を有しているため、肌の清潔性を保持することができる。また、
本発明により得られた化粧膜が透明性に優れ、かつ肌の分光曲線と同一パターンを示し、
不透明感や白っぽい粉浮きした化粧の仕上がりにはならず、化粧効果面でも肌に密着感、
素肌感を与え、使用感も、通常、化粧料に用いられる鱗片状粉体と同等のものである。
【００３５】
本発明の粉体に使用される酸化亜鉛の量は、粉体の全組成（重量）中、特に基体、ハイド
ロキシアパタイト及び酸化亜鉛の全重量に対し好ましくは２～８重量％程度であり、より
好ましくは３～７重量％程度であり、更に好ましくは４～６重量％程度である。２重量％
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未満では皮脂固化能が著しく低下し、また８重量％を超えると、相互作用により皮脂固化
能が低下傾向を示すので、何れも好ましくない。
【００３６】
本発明の被覆物（粉体）を製造する場合特に困難は無く、例えば下記の方法により製造す
ることができる。
【００３７】
基体を分散させた液体に酢酸カルシウムを加えて８５℃で加温した後、水酸化ナトリウム
と第二リン酸ナトリウムの混合溶液を加えｐＨ値を９～１０程度に調整する。その後、水
酸化ナトリウム溶液を加えｐＨ値を１１～１２程度に調整し８５℃程度に保持し熟成する
。熟成終了後、冷却し反応溶液を６０℃程度に設定する。６０℃になった時点で、５Ｎ水
酸化ナトリウム溶液を加えｐＨ値を１２程度に調整し、次いで１Ｍ塩化亜鉛溶液及び５Ｎ
水酸化ナトリウム溶液を同時滴下しながらｐＨ値を１２程度に保持する。その後、冷却し
、濾過、水洗浄を繰り返し、１２０℃程度で１６時間程度乾燥後、これを粉砕すると本発
明の被覆物（粉体）を製造することができる。このようにして得られた本発明の被覆物は
遊離脂肪酸を特異的に吸着すると共に他の皮脂成分をも吸着、固化させ使用感を損なうこ
となく、更に化粧持ち効果と肌の清潔性、素肌感、抗菌性に優れている。
【００３８】
従って、化粧品や医薬品の製剤の原料に好適であり、中でも化粧持ちが良く肌の清潔性を
維持し、素肌感が高いことら化粧料用原料として極めて有用である。また、皮脂吸着剤や
体臭消臭剤としても使用することができる。
【００３９】
（化粧料）
本発明の化粧料は、上記の本発明の被覆物（本発明の粉体）を含有することに特徴を有す
る。本発明の化粧料としては通常の化粧料として知られている剤型であれば、何れも特段
の限定を受けずに適用することができる。このような化粧料としては、例えばクリーム、
乳液、化粧水、サンカムローション等基礎化粧料、アンダーメークアップ、ファンデーシ
ョン、アイシャドウ、リップクリーム、ルージュブラッシャー、リップグロス、リップカ
ラー等のポイントメークアップ料、タルカムパウダー、カラミンローション、ベビーパウ
ダー、ボディパウダー、消臭パウダー、フレグランスパウダー、フェースパウダー等のパ
ウダー製品、その他頭髪製品に適用することができる。更に、濡れティッシュ、脂取紙、
メーク落とし等にも適用することができる。特に、メークアップ化粧料と基礎化粧料や、
制汗用化粧料（特に、消臭用化粧料等）をより好ましく例示することができる。これは、
本発明の被覆物には消臭効果や、抗菌性もあり、本発明の被覆物を化粧料に使用したとき
に遊離脂肪酸や皮脂成分の吸着力が高く、化粧持ちが良く、かつ素肌感に優れるためであ
る。
【００４０】
本発明の被覆物（粉体）を化粧料中に配合する場合、その配合量については、化粧料の種
類に応じて適宜選択することができ、特に制限は無い。一般には、全化粧料中に好ましく
は、０．０１～５０重量％程度、より好ましくは０．０５～３０重量％程度、更に好まし
くは０．１～２０重量％程度配合することができる。
【００４１】
本発明の被覆物に加えて、通常の化粧料で用いられている成分を配合することができる。
このような成分としては、ワセリン、マイクロクリスタリンワックス、セレシン、スクワ
ラン、流動パラフィン等の炭化水素類、セタノール、ステアリルアルコール、オレインア
ルコール等の高級アルコール類、ステアリン酸、パルミチン酸、ベへニン酸等の脂肪酸類
、牛脂、オリーブ油類等のトリグリセライド類、ミリスチン酸オクチルドデシル、ジメチ
ルオクタン酸ヘキシルデシル、ミリスチン酸イソプロピル等のエステル類、グリセリン、
１，３ブチレングリコール等の多価アルコール類、非イオン界面活性剤、アニオン界面活
性剤、両性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、エタノール、その他カルボキシビニルポ
リマーやカルボキシメチルセルロースナトリウム等の増粘剤や防腐剤、紫外線吸収剤、抗
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酸化剤、色素、粉体類を例示することができる。
【００４２】
（皮脂吸着剤）
本発明には皮脂吸着剤も含まれ、特にヒトの皮脂成分を吸着、固化或いは固定化する目的
で使用する場合はこの発明に該当する。従って、上記化粧料もこの皮脂吸着剤に含まれる
。化粧料とは別に制汗剤として使用することもできる。皮脂吸着剤に配合する前記粉体（
被覆物）の含有量については適宜選択可能であり、化粧料以外に使用する場合でも前記化
粧料での配合量が参考となる。
【００４３】
（体臭消臭剤）
通常は、化粧料中に配合して、体臭等動物、特にヒトの皮膚を介して汗や微生物の作用等
により発する不快な臭い成分を吸着、固化或いは固定化して臭いを減じることができる。
本発明においてはこのように皮膚その他を通じて特にヒトの体から発する臭い成分の少な
くとも１種を吸着、固化して臭いを減じるために使用する物質（剤）である。化粧料への
使用については前記説明の通りであるが、特に消臭剤或いは防臭剤として慣用され又は知
られている処方（大畠好博 , 最近の体臭防止製品の動向と課題 , FRAGRANCE JOURNAL 1990
-7, P.61-69(1990)等参照。）を利用して行うことができる。本発明の粉体の配合量につ
いては、剤型等の種類により適宜選択することができるが、通常は前記化粧料において示
した配合量が参考にされる。
【００４４】
【実施例】
以下、実施例及び比較例により本発明を詳細に説明する。
【００４５】
（実施例１）粉体の製造
反応容器中で、精製水１０００ｍｌにセリサイト（平均粒子径：８μｍ、板状晶）９５ｇ
を分散させ、この分散液に酢酸カルシウム３２．４ｇを加えて８５℃まで加温した。８５
℃になった時点で精製水３５０ｍｌに水酸化ナトリウム６．０ｇとリン酸第二ナトリウム
１５．９ｇを溶解させた溶液を加えてｐＨ値を９．４に調整した。その後、これに精製水
２００ｍｌに水酸化ナトリウム１．３５ｇを溶解させた溶液を加えてｐＨ値を１１．４に
調整し、１時間反応熟成を行った。熟成が終了した時点で、６０℃まで冷却し、１Ｍ塩化
亜鉛溶液と５Ｎ水酸化ナトリウム溶液を用いｐＨ値を１２に保持しながら１Ｍ塩化亜鉛７
５ｍｌ滴下した。滴下終了した時点で冷却し、濾過、水洗浄を繰り返し実施し、１２０℃
で１６時間乾燥後、粉砕し本発明の被覆物（粉体）を製造した。
【００４６】
（実施例２）粉体の各種評価試験
（試験方法）
Ａ．各種油脂類及び人工皮脂の吸着量
３００ｍｌのビーカーに試料５．０ｇを精秤し、油脂は人工皮脂の５０．０ｇを精秤する
。ここで、人工皮脂が半固体状であれば加温し完全に溶解して精秤する。各々精秤した試
料をマグネチックスターラーで３０分間強力に攪拌し、３２℃の恒温室に１８時間静置す
る。恒温室から試料を取り出し石油エーテル１００ｍｌを加え３０分間撹拌した後、濾過
する。この操作を３回繰り返し、８０℃で乾燥した後、試料を精秤し、５００℃で４時間
保持、焼成し、その試料の減量分から吸着量を求めた。
【００４７】
人工皮脂と疑似汗組成の混合系での人工皮脂の吸着量測定については、汗組成（ｇ）／人
工皮脂（ｇ）＝２０／８０～８０／２０に対し試料５．０ｇを用いて前記同様に実施した
。
【００４８】
Ｂ．脂肪酸固化能（固化開始時間）
５０ｍｌのビーカーにオレイン酸３．６ｇを精秤し、その中に試料１．０ｇを入れ、マグ
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ネチックスターラーで１０分間強力に撹拌均一混合する。その混合液を静置し、試料の入
ったビーカーを傾斜させ流動化するが、ビーカーを元の静置状態に戻した時、この傾斜し
た時の変形した形を保持した時までの時間を固化能（固化開始時間）とした。
【００４９】
Ｃ．分光光度計による透明感（素肌感）
腕の前腕屈折部を用いて面積５８ｃｍ 2を固定し試料０．０４ｇを、ウレタンパフを用い
て均一に塗布し、その時の分光反射光の反射率を測定した。また、同様に下地に乳液を塗
布し、同一部所に試料０．０３ｇ／５８ｃｍ 2を塗布し同様に測定した（分光光度計ＳＺ
－Σ９０、日本電子製）。
【００５０】
Ｄ．動摩擦係数
カトーテック社製の摩擦感テスターを用い、感圧部と粉体表面を３往復させた時の値を求
めた（摩擦感テスターＫＥＳ－ＳＥ、カトーテック社製使用。）。
【００５１】
Ｅ．吸油量
ガラス板状に試料５．０ｇをとり、皮脂類似成分としてスクワランを滴下しヘラで均一に
練りながら、試料が一つの固まりとしてまとまったところを終点とし、その時までに滴下
したスクワランの量をその試料の吸油量（ｍｌ／１００ｇ）とした。
【００５２】
（各種粉体についての評価試験）
（１）吸油量、比表面積、オレイン酸吸着量、人工皮脂吸着量及び脂肪酸固化（オレイン
酸固化開始時間）
測定結果を下記表１に示す。
【００５３】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×：固化せず。
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【００５４】
上記吸油量、比表面積、オレイン酸吸着量、人工皮脂吸着量及び脂肪酸固化能（オレイン
酸固化開始時間）の結果から評価すると、本発明品（実施例１の粉体）は吸油量面では、
一般にメインフィラーとして配合される粉体の吸油量の９０－１２０よりも若干高めであ
るが、オレイン酸の吸着量が高く、また比表面積当りのオレイン酸吸着量や、人工皮脂の
吸着量にも優れ、更に固化開始時間も短いのは本発明品である。更に、従来品である酸化
亜鉛被覆物（特開平９－２２７７９２号公報参照。）よりもオレイン酸吸着量や人工皮脂
の吸着量、固化開始時間共に明らかに優っているのが本発明品であることが分かる。
【００５５】
（２）本発明品に対する各油脂の吸着量
本発明品に対する各油脂の吸着量を測定し、その結果を下記表２に示す。
【００５６】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊：５０センチストークス
【００５７】
上記吸着量の測定結果、本発明品は遊離脂肪酸を特異的に吸着し、中でも不飽和脂肪酸を
選択的に吸着するが、飽和脂肪酸やトリグリセライドやジグリセライド、エステル等にも
吸着力を有し、皮脂の吸着力に極めて優れてることが分かる。
【００５８】
（３）本発明品の人工皮脂（三好化成製）と疑似汗成分混合系での吸着量
本発明品（実施例１）について人工皮脂の吸着量を測定し、その組成による比較を行い、
その結果を下記表３に示す。尚、試料５．０ｇを用いて試験を行った。
【００５９】
【表３】
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【００６０】
（疑似汗成分組成）
精製水：９８％；尿素：０．５％；食塩；１．０％；及びブドウ糖：０．５％。
【００６１】
人間の皮膚には平均すると１ｃｍ 2当り１００－１５０個の割合で汗腺が存在する。汗腺
はエクリン腺とアポクリン腺に大別されるが、その両方を合せると分泌量は静止状態で１
日３００－５００ｃｃ、通常の生活環境下では２０００－３０００ｃｃである。メークア
ップを施した顔も例外ではなく、皮膚表面から揮散、蒸発していく水分ではなく、皮膚上
に留まった汗と分泌された皮脂とメーク膜の関わりは実際に極めて重要な問題である。そ
の結果、汗と皮脂の混合系において本発明品は多量に汗をかいても人工皮脂の吸着量は低
下せず、寧ろ吸着量を高める結果が得られ、汗により皮脂の吸着量が妨げられることはな
かった。更には、試料に対し２０倍量の分泌物の実験から皮脂と汗の割合が８／２－５／
５の範囲ではｗ／ｏ等の全く流動性のない均一な固体膜を作る。実際には、この固体膜中
にメークアップ化粧料中の顔料や粉体が取り込まれる形になり、更に皮脂中の遊離脂肪酸
が本発明品に吸着されることにより皮脂の融点低下が抑えられ、より固体分の多い固体膜
を形成し、より強固な化粧膜が形成され、優れた化粧持ち効果をもたらしていると推測さ
れる。
【００６２】
（４）透明感の比較
分光光度計により分光反射率を測定し透明感を測定した。測定方法は前述した通りで、測
定機器には日本電子製の分光光度計ＳＺ－Σ９０を用いた。
【００６３】
比較のため、透明感があり、使用感に優れているため、パウダー製品に汎用されているセ
リサイトを対照品として使用した。その結果を図１ａ及び図１ｂに示した。肌に直接塗布
した場合（図１ａ参照。）、本発明品（実施例１）による塗布では、肌の分光反射曲線に
極めて良く近似したパターンを示すと共に４００－６００ｍｍの波長領域で僅かに反射率
が高く、透明感が高く、肌を明るく仕上げる効果がある。それに比して、セリサイトの塗
布では、反射率が全体的に高く、相対的に白味を強く感じるものであり分光曲線も肌の分
光曲線とは少し異なっている。下地に乳液を塗布する場合（図１ｂ参照。）、略肌と同一
の反射率で同一分光曲線を示し素肌表面の同一反射分光を持ち、素肌そのもの肌目を細か
く見せる効果が見られた。
【００６４】
（５）動摩擦係数の測定
測定方法は前述した通りであり、測定機器にはカトーテック社製の摩擦感テスターＫＥＳ
－ＳＥを用いた。試料として、本発明品（実施例１）、実施例１の基体として使用してい
るセリサイト、セリサイトと同一素材という点でセリサイトと略同一化学組成を有するマ
イカ、更には本発明品が複合素材であることから複合素材を２種選択して測定した。
【００６５】
その結果を下記表４に示す。本発明品はセリサイトよりも僅かに動摩擦係数が高いが、そ
の違いは極僅かであり、略同等の滑りである。それに対してマイカや複合粉体は明らかに
本発明品（実施例１）より動摩擦係数が大きく滑りが悪い。本発明品は、一般フィラー（
充填材）として多量に用いられる使用感の良いセリサイトと略同等の動摩擦抵抗を示すこ
とから複合素材ではあるが、一般に繁用される機能性複合材料とは異なり、本発明品を化
粧料中に多量配合しても使用感が損なわれないことが十分に予測される。
【００６６】
【表４】
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＊１：水酸化アルミニウム被覆セリサイト
＊２：二酸化チタン被覆セリサイト
【００６７】
（６）抗菌力試験と試験結果
（試験概要）
検体を任意濃度に添加した液体培地に大腸菌又は黄色ブドウ球菌の菌液を添加し、３５℃
で１８－２４時間振とう培養後に菌の発育の有無を確認し、その結果を下記表５に示した
。
【００６８】
１．試験方法
１）試験菌
Escherichia coli IFO（大腸菌）
Staphylococcus aureus IFO 13276（黄色ブドウ球菌）
【００６９】
２）試験用培地
MHB培地： Mueller Hinton Broth[DIFCO LABORATORIES INCORPORATED]
SCDLPA培地： SCDLP寒天培地 [日本製薬製 ]
【００７０】
３）接種用菌液の調製
継代培養した試験菌をＭＨＢ培地に接種し、３５℃で１８－２０時間培養後、菌数が約１
０ 4／ｍｌとなるようにＭＨＢ培地で希釈し、接種用菌液とした。
【００７１】
４）感受性測定用培地の調製
検体を乾熱減菌（１８０℃、６０分間）した後、ＭＨＢ培地を用いて検体の１０．５及び
４Ｗ／Ｖ％懸濁液を調製した。更に、４Ｗ／Ｖ％懸濁液を良く撹拌しながらＭＨＢ培地で
順次２倍希釈し、検体の２倍段階希釈液を調製した。調製した懸濁液及び各２倍段階希釈
液を１０ｍｌずつＬ字型試験管に分注し、感受性測定用培地とした。
【００７２】
５）培養
感受性測定用培地に接種用菌液０．１ｍｌを接種し、３５℃で１８－２４時間振とう培養
した。
【００７３】
６）判定
本試験の感受性測定用培地は、検体添加による濁りのため肉眼観察での菌の発育の有無の
判定ができなかった。そこで、培養終了後の感受性測定用培地の生菌数を測定（ＳＣＤＬ
ＰＡ培地、３５℃、２日間培養）し、１ｍｌ当たりの菌数が１０ 6以下の場合を「菌の発
育を認めず」、菌数が１０ 6以上の場合を「菌の発育を認める」とした。
【００７４】
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【表５】
検体を添加した培地における試験菌の発育の有無 *

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－：菌の発育を認めず；　＋：菌の発育を認める
＊：３５℃、１８～２４時間振とう培養
【００７５】
（７）使用による効果の比較
粉体（本発明品；実施例１）の塗布と素肌の５時間後の比較を写真撮影とビデオマイクロ
スコープとにより評価した。その結果を図２及び図３に示す。撮影による比較（図２参照
。）では素肌（図２ａ）の場合に明らかに顔面がギラギラと光っていたのに対し、本発明
品を塗布（図２ｂ）した場合、その「てかり」は極めて抑えられていた。また、ビデオス
コープでの評価（図３参照。）では、素肌（図３ａ）の場合には、皮溝に近い部分に皮脂
がたまり光っているのに対し、本発明品を塗布（図３ｂ）した場合、粉体が皮膚表面に均
一に付着していて、化粧くずれしている状態が観察できなかったので、本発明品による化
粧効果が明らかに優れていることが分かる。
【００７６】
（８）脱臭効果試験と試験結果
（試料）
検体として実施例１で製造した粉体を使用し、比較のために対照品としてセリサイト（平
均粒子径：８μｍ、板状）を使用した。
【００７７】
（脱臭成分）
アンモニア、酢酸及びメチルメルカプタンについて脱臭効果の試験を行った。
【００７８】
（試験概要）
検体及び対照品、各１ｇをそれぞれにおい袋に入れ、空気３Ｌを封入した後、ガス濃度が
約５００ｐｐｍとなるようにアンモニアを添加し、経時的に袋内のガス濃度を測定した。
また、酢酸（約５０ｐｐｍ）及びメチルメルカプタン（約５０ｐｐｍ）についても同様に
試験を行った。
【００７９】
１．試薬及び器具
におい袋： (有 )ミヤコビニル加工所製；アンモニア水（２８％、特級）：小宗化学薬品 (
株 )製；酢酸（特級）小宗化学薬品 (株 )製；メチルメルカプタン：メチルメルカプタンナ
トリウム溶液（１５％）に希硫酸を加えて発生させたガス使用；及びガス検知管： (株 )ガ
ステック。
【００８０】
２．操作
試料として検体及び対照品各１ｇをそれぞれにおい袋（２５ｃｍ×４０ｃｍ）に入れ、ヒ
ートシールを施した後、空気３Ｌを封入し、ガス濃度が約５００ｐｐｍとなるようにアン
モニアを添加した。これを室温下に放置し、０．５、１、３、６及び２４時間後にガス検
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知管により袋内のガス濃度を測定した。また、酢酸（約５０ｐｐｍ）については測定時間
を２、５及び１０分後に、メチルメルカプタン（約５０ｐｐｍ）については測定時間を１
０分後として同様に試験を行った。尚、試料を入れずに（試料無し）同様な操作を行い、
これを空試験とした。
【００８１】
（試験結果）
それぞれ ,アンモニア、酢酸及びメチルメルカプタンについての試験結果を表６～８に示
した。
【００８２】
【表６】
アンモニア（単位：ｐｐｍ）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初期条件：ガス濃度　約５００ｐｐｍ
【００８３】
【表７】
酢酸（単位：ｐｐｍ）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初期条件：ガス濃度　約５０ｐｐｍ
【００８４】
【表８】
メチルメルカプタン（単位：ｐｐｍ）
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初期条件：ガス濃度　約５０ｐｐｍ
【００８５】
以上の表６～８の結果から、本発明の粉体には優れた脱臭効果、特に不快な臭いを発する
体臭（異常な体臭）成分を脱臭する優れた効果を有していることが分かる。
【００８６】
（実施例３）パウダーファンデーションの製造
下記組成によりパウダーファンデーションを製造した。
【００８７】
ファンデーション組成
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＊：２０センチストークス
【００８８】
（製法）
粉体成分をヘンシェルミキサーで３分間混合した後、取り出し直径０．５ｍ／ｍψのスク
リーンを用いて粉砕した。この粉砕物をヘンシェルミキサーに移動しこれに油剤成分を加
えてコーティングを行った。１．０ｍ／ｍのヘリンクボーンのスクリーンを用い、粉砕機
を使用して粉砕した。この粉砕物を金型に詰め加圧成形しパウダーファンデーションを得
た。
【００８９】
（実施例４）オレイン酸及び人工皮脂の吸着量
前記実施例３で得られたパウダーファンデーションについてオレイン酸及び人工皮脂の吸
着量を測定し先行商品と比較した。その結果を表９に示す。
【００９０】
【表９】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００９１】
オレイン酸と人工皮脂の両方の吸着量に高い値を示したのは本発明品（実施例３）であっ
た。遊離脂肪酸のみを特異に、選択的に吸着するのは先行商品（Ｂ）と本発明品の２種で
あった。また、人工皮脂のように、ドリグリセライドやジグリセライド、遊離脂肪酸、ス
クワレン等、各種の物質の混合物系では本発明品が明らかに先行商品よりも優れているこ
とが分かる。
【００９２】
（実施例５）使用性評価
実施例３で得られたパウダーファンデーションについて評価を行った。対照品（比較例１
）として、実施例３の組成において使用する粉体成分のうち、実施例１の粉体を全てシリ
コーン処理セリサイトに置き換えて、それ以外は何ら変更することなく実施例３に基づい
て製造したパウダーファンデーションを用いた。評価方法については、専門パネル６名が
実使用し、使用後下記の評価項目について下記基準を用いて５段階評価で行った。
【００９３】
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（評価基準）
【００９４】
（評価結果）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００９５】
（実施例６）写真撮影等による化粧持ち評価
本発明品（実施例３）パウダーファンデーションについて、写真撮影及びビデオマイクロ
スコープによる化粧持ちの評価を行った。
【００９６】
(1)パウダーファンデーションを顔に塗布し、５時間経過後の化粧持ちの様子をデジタル
カメラで撮影した。前記実施例５で調製した比較例１のパウダーファンデーション（本発
明の粉体不使用）と比較した結果を図４に示している。
【００９７】
この結果から、窓際においてもライトの下でも何れも、比較例１の製品（図４ｂ、図４ｃ
）による化粧は皮脂でギラギラした「てかり」が見られるのに対して本発明品については
、何れも自然に見え、化粧持ちが優れていることが分かる。
【００９８】
(2)パウダーファンデーションを顔に塗布し、５時間経過後の化粧持ちの様子をビデオマ
イクロスコープ（倍率×２００）で撮影した。前記比較例１のパウダーファンデーション
と比較した結果を図５に示している。
【００９９】
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この結果から本発明品が化粧持ちに優れていることが分かり、５時間経過後でも、本発明
品による化粧では粉体がきれいに皮膚表面に付着しているのに対し、対照品では皮脂によ
り化粧がかなりくずれ、皮丘に粉体が無く、皮溝に落ち、更には皮脂により「てかり」も
見られる。
【０１００】
（実施例７）アンダーメークアップ乳液
下記組成によりアンダーメークアップ乳液を製造した。
【０１０１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１０２】
（製法）
油相の成分混合物を８０℃に均一に溶解させた。次に、本発明品（実施例１の粉体）を均
一に分散させた水相の成分混合物を８０℃に加温し、これを、均一に溶解させた油相に加
えて８０℃で乳化した。１０分間、８０℃に保存したした後、５０℃まで冷却してアンダ
ーメークアップ乳液を得た。
【０１０３】
（使用性評価）
(1)試料
対照品（比較例２）として、実施例７の組成において使用する水相の成分のうち、本発明
品（実施例１）の粉体を全て精製水に置き換えて、それ以外は何ら変更することなく実施
例７に基づいて製造したアンダーメークアップ乳液を用いた。
【０１０４】
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(2)使用方法
本実施例７で製造されたアンダーメークアップ乳液に前記比較例１のパウダーファンダー
ションを使用した場合と、比較例２の対照品（アンダーメークアップ乳液）に前記比較例
１のパウダーファンダーションを使用した場合とで比較してアンダーメークアップ乳液の
評価を実施した。
【０１０５】
(3)評価結果
評価方法については前記実施例５に従い同様に５段階評価で行った。結果を表１０に示す
。この結果から、本発明品がより優れていることが理解される。
【０１０６】
【表１０】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１０７】
（実施例８）乳化型ファンデーションの製造
下記組成によりを乳化型ファンデーション製造した。
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【０１０８】
（製法）
油相成分のうちタルク、酸化チタン及び有機顔料を均一に分散させた油相の成分混合物を
８５℃に加温した。一方、水相中の本発明品及びケイ酸アルミニウムマグネシウムを均一
に分散させた水相の成分混合物も油相と同様に８５℃に加温して、前記調製した８５℃の
油相分散体に水相を加え乳化した。乳化が終了した時点で、乳化物を１５分間８５℃に保
持した後、３０℃まで冷却し、乳化型ファンデーションを得た。
【０１０９】
（使用性評価）
(1)試料
対照品（比較例３）として、本実施例８において水相成分のうち本発明品を精製水に置き
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換えて、それ以外は何ら変更することなく実施例８に基づいて製造した乳化型ファンデー
ションを使用した。
【０１１０】
(2)使用方法
美容パネル９名により対照品と本発明品を１日おきに交互に２週間連用した。その結果で
評価を実施した。
【０１１１】
(3)評価結果
評価方法については前記実施例５に従い同様に５段階評価で行った。結果を表１１に示す
。この結果から、本発明品がより優れていることが理解される。
【０１１２】
【表１１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１１３】
（実施例９）体臭消臭剤の製造
下記組成により体臭消臭剤を製造した。
体臭消臭剤の組成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１１４】
（製法）
上記成分１及び２をヘンシェルミキサーで混合した後、粉砕機で粉砕した。得られた粉砕
物をヘンシェルミキサーに移し、油相成分である成分３～５の混合液を加えて、攪拌混合
を行った。その後、粉砕機で粉砕し体臭消臭剤を製造した。
【０１１５】
（評価）
得られた体臭消臭剤について評価をすべく消臭試験を行った。
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【０１１６】
（消臭試験法）
強い足臭を有すると自覚する健康な男性８名をパネルに選定し、実施例１で製造した複合
体を配合した上記体臭消臭剤（本発明品）について試験を行った。靴下をはいた後靴を履
きむれた状態で３時間経過後の状態を「使用前」とし、その時の足臭の程度について官能
評価を行い、次に体臭消臭剤を足に塗布後同様に靴下をはいた後靴を履き３０分～５時間
経過後の足臭の程度いについて同様に評価を行った。尚、試験は４日間にわたり毎日実施
し、平均値を求めた。
【０１１７】
（評価基準）
足臭の程度について下記の７段階の基準に基づいて、０～６の７段階で評価を行い８名の
平均値（スコア）を求めた。
０：全く無い；
１：僅かに臭う；
２：少し臭う；
３：割合臭う；
４：かなり臭う；
５：非常に臭う；及び
６：極端に臭う。
結果を表１２に示した。
【０１１８】
【表１２】
評価結果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以上の試験結果から、本発明品の体臭消臭剤は消臭効果において極めて優れていることが
分かる。
【０１１９】
【発明の効果】
本発明によれば、遊離脂肪酸（特に不飽和脂肪酸）を特異的に吸着すると共に分泌する皮
脂をも吸着、固化させ、固体膜を形成させることにより皮膚生理を阻害せず、素肌表面と
同じ反射光曲線を持ち、素肌感を有し化粧持ち効果と抗菌効果に優れた化粧料に好適な粉
体を提供する。更に、この粉体を使用しこのように優れた効果を有する化粧料や皮脂吸着
剤も提供することができる。更に、本発明の粉体には体臭成分を吸着、固化或いは固定化
する作用もあり、これを使用して体臭消臭剤を提供することもできる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】図１は、実施例２における透明感の比較のために分光光度計により分光反射率を
測定した結果を図示したものである。試料；●：肌（試料無し）；■：セリサイト；▲：
本発明品（実施例１）。
図１ａ：肌に直接塗布、試料塗布量 0.04g/58cm2；図１ｂ：下地に乳液塗布、試料塗布量 0
.03g/58cm2。
【図２】実施例２（使用による効果の比較）におけるデジタルカメラによる撮影写真であ
る。
顔に粉体を塗布し５時間経過後の肌（顔）の様子をライト下で撮影した。
図２ａ：素肌、右顔；図２ｂ：本発明品（実施例１）、左顔。
【図３】実施例２（使用による効果の比較）におけるビデオマイクロスコープ写真（倍率
×２００）である（顔に塗布後５時間経過後に観察）。
図３ａ：素肌、右顔；図３ｂ：本発明品（実施例１）、左顔。
【図４】実施例６におけるデジタルカメラによる撮影写真である。
顔にパウダーファンデーションを塗布し５時間経過後の肌（顔）の様子を、窓際及びライ
ト下で撮影した。
図４ａ：本発明品（実施例３）使用、顔右、窓際；図４ｂ：比較例１の製品使用、顔左、
窓際；図４ｃ：本発明品（実施例３）使用、顔右、ライト下；図４ｄ：比較例１の製品使
用、顔左、ライト下；図４ｅ：図４ｃと図４ｄの同時撮影、写真左側の顔（右顔）が本発
明品を塗布。
【図５】実施例６におけるビデオマイクロスコープ写真（倍率×２００）である（顔に塗
布後５時間経過後に観察）。
図５ａ：本発明品；図５ｂ：比較例１の製品。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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